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  ギタリストインタビュー〜下山亮平

  


  2002年にファーストアルバムをリリースし、 フィンガースタイルで様々な表情の音楽を作り続けてきた下山亮平さんが、2013年11月に4枚目のアルバム「Rainbow」をリリースした。アルバムのコンセプトや曲ごとの解説、今後の活動などについてお話いただきました。

  


  [image: ]

  

  -4枚目のアルバム「Rainbow」の発売おめでとうございます。まず、このアルバムのコンセプトを教えていただけますでしょうか。

  

  下山亮平（以下、下山）：4枚目になりますが、アルバムごとにコンセプトを変えようというのがテーマにあります。似たようなアルバムでは面白くないかなと思いまして。前作はメロディが中心で、暖かい曲想が多かったと思いますので、それをガラッと変えて、明るくカラフルなイメージにしてみました。アップテンポな曲があったりマイナーな曲があったり、いろいろな曲想にして、ジャケットもポップになっています。タイトルの「Rainbow」もカラフルなイメージからつけています。

  

  -カラフルというのは明るいものだけではなく、暗いものも含めて、多様な色を示しているようですね。

  

  下山：そうですね。前作は同じような曲想が続いたのですが、今回はいろいろな楽曲で変化が大きくなります。あと前作から3年半くらいたっていますね。

  

  -もう結構な時間がたっていたのですね。収録曲は前から作り貯めていたのでしょうか。

  

  下山：前作の「Philosopher's Stone」は2枚目のアルバムから6年空いていました。そういう意味で前作は出来上がった曲を煮詰めて、ある程度演奏した上で録音しています。なので、曲の完成度がしっかりしてからアルバムが作られています。

  今回の収録曲は、曲によっては前作から作り貯めたものもあるのですが、大半は作ってすぐに録音しています。これはあえてそうしたところもあって、作った時の新鮮な気持ちのまま録りたいと思ったんです。アルバムのカラフルなイメージにもその方が合うと思いました。でも録音は大変でしたね(笑)。曲によってはライブで一度も弾いていないのもありましたし、馴れていなかったですからね。
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   -それでは、収録曲を1曲ずつ紹介していただきたいと思います。

  

  1.It's All Over

  

  下山：テーマとしては「開放」ですね。「It's All Over」という意味は、もうこれまでだ、といった感じですが、持ってる物を失った時の開放感、身軽になることもいいと思いました。持ってる物が多いと守る物が多く、いろいろ大変な気がします。持ってる物が多いのはいいことのように思えますが、持ってない方が身軽だし、本当に必要なものだけがあり、必要でないものは無い方がいいと思ったりします。

  今までの僕の曲想では一拍ごとにベースを打つ、パワフルな感じはあまりなかったと思うので、この曲を最初に持ってきたことによって、今までと違うイメージにしてみました。

  1曲目はアルバムを代表する気がしていて、いつもこのアルバムはこういう感じです、という曲を1曲目にしています。前作はしっとりとした曲で、今回はパワフルな曲というように違いをつけています。

  

  -確かに今まで無かった曲ですね。

  

  下山：録音してみて思ったのが、ギャロッピングのような、ベースを交互に弾くようなスタイルは、昔からやっているので弾きやすいのですが、同じベースを一拍ずつ弾くというのが、意外とリズムをとるのが難しいと感じました。

  

  2.Rainbow

  

  下山：アルバムのタイトルですが、アルバムのテーマとは少しイメージが変わり、探し求めているけれども辿り着けない、触ろうとしても触る事ができない虹のようなイメージです。本質とでもいいましょうか、にぎやかでアップテンポな曲、やさしい曲などある中で、最終的に言いたいのはこういう感じであるというところです。割とシンプルな曲だと思います。

  

  3.知らない街で

  

  下山：これは何気なく作った曲です。ブルースっぽい使い方をしている、陽気な曲ですね。ライブでいろいろな地域にいきますが、ライブまでの空いた時間を、街を散策したり飲食店に入ったりして過ごします。自分はよそ者なんだけれど溶け込んでいる、というのが、何か透明人間になったような気がして、そんなわくわく感を曲にしました。

  

  4.彷徨

  

  下山：基本的なメロディはサードアルバムを出す前くらいから作っていました。マイナーで好きなタイプです。リスナーの方の、僕に対する印象って、初めて聴いたアルバムによって違うように感じます。ファーストアルバムを最初に聴いた人、セカンドアルバムを最初に聴いた人、サードアルバムから聴いた人それぞれが違った印象を持っているようで面白いです。

  ファーストから聴いてくれている人からはこの曲を聴いて、下山さんらしいね、と言われますし、サードから僕の曲を知った方からは、こういう曲も弾くんですね、と言われたり。

  京都のプー横丁の松岡さんはファーストアルバムを出した頃からの付き合いですが、この曲は僕らしい曲だねと言われまた。

  

  5.晩秋

  

  下山：秋の曲です(笑)。枯れ葉の季節ですね。これも作ったのは結構古くて、メロディはサードアルバムを出す前には作っていました。しばらく進展する機会がなく、ようやくサビなどを考えて完成しました。情緒的な感じですね。この曲も昔から聴いている人には僕らしい曲と言われます。こういったメロディは何も考えずに出てくる気がしますね。

  

  6.New Year

  

  下山：正月に作った曲です(笑)。3年くらい曲名が決まらず、ライブではずっと正月に作った曲ですと言ってきました。晴れた正月のイメージです。正月休みで賑わった町の独特な雰囲気がいいなと思って作った曲です。こういった雰囲気が好きなんですね。

  

  7.Raglan Road

  

  下山：これはアイルランド民謡のカヴァーです。古いメロディに、詩人のパトリック・カバナー（Patrick Kavanagh）が付けた歌詞が好きで、そのイメージで演奏しています。

  この曲は昔からライブで弾いていて、サードアルバムを出した時も「Raglan Road」は入ってないんですか、と言われたことがありましたが、今回ようやく音源になりました。

  ストーリー性のある歌詞ですが、シンプルなメロディを繰り返しているだけなので、ダイナミクスをつけたり、弾き方、アレンジで変化をつけています。

  ライブではダイナミクスをつけて演奏するのですが、CDだとそれがあり過ぎても聴きにくいので、バランスが難しかったです。平坦になっても面白くないので、ミックスやマスタリングの時に気を使いました。

  

  8.Black Pearl

  

  下山：海賊がテーマになっています。3拍子のマイナー調でアップテンポといった曲想は今までなかったと思います。ファーストに「神の木」という曲があるのですが、これはDマイナーチューニングなんです。18才頃に作ったのですが、Dマイナーチューニングはこの曲だけなんですね。レッスンで「神の木」を教える機会があり、このチューニングで弾いてみたら何か曲ができそうだと思い、作ってみました。これからはもう少し作っていこうと思います。

  海賊というと、荒っぽいイメージですが、宝石のような気品のイメージもあって、「Black Pearl」と付けました。

  ギターの装飾に使われるブラックマザーオブパールとも通じるかとも思います。

  

  9.おやすみ

  

  下山：前の曲からがらっと雰囲気が変わりますが、何も考えずに作ったような曲です。いろいろな展開があったり、わくわくするような曲も好きですが、ただゆったりと爪弾くだけの曲も好きなんです。寝る前に聴くような曲があっていいかなと思い、作った曲です。

  

  10.See You Again

  

  下山：ライブでは始まり方も重要だと思いますが、終わり方というのも重要だと思っています。しっとりとした曲で終わるのもいいですが、元気よく終わるのもあっていいかなと思いました。今まで僕の曲にはなく、ライブをしていてそういう曲が欲しいなと思ってきました。元気よくお別れをするために作った曲です。

  

  11.Closing

  

  下山：おしまいですね(笑)。曲は作ろうとして作ることもありますが、弾いていたいという時間もあって、何も考えずに、ただ弾くのを楽しむ、目的もなく弾いているうちにできた曲です。最後に「See You Again」という元気な曲だったので、静かにおまけをつけた感じです(笑)。
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  -タイトルを見ると最後の3曲はどれも締めのようなタイトルですね(笑)。前作から意外と時間がたっていましたが、やはり3年以上経過したので新しいアルバムを作らなければいけないということになったのでしょうか。

  

  下山：曲がたまってきたというのもありますが、同じ曲ばかり弾いていても飽きてくるんですよね(笑)。そろそろ新しい曲を作りたいという気持ちが出てきました。アルバムを出すと、僕にその曲のイメージがつくと思います。それだけではないんだよという意味で、これまでと違うアルバムを作りたくなりました。

  

  -確かに前作とは曲調がかなり違うように思えました。

  

  下山：セカンドとサードでも違うと思うんですね。

  

  -そんな中でもやはり下山さんらしさを感じることもできるので、面白いですね。曲作りに関しては、作ろうと思って作る場合と、自然発生のようにメロディが浮かんでくる場合もあるのでしょうか。

  

  下山：常に何か曲がないかなと思っています。ライブで演奏している最中にもこういう曲を作ってみたいなと思うこともあるし、何も考えずにお風呂に入っている時に浮かんできたり、眠ろうとした時に浮かんできたりすることもあります。こういった時は慌ててギターで弾いてみますね。

  

  -どのくらいの割合で自然に曲が浮かんでくるものでしょう。

  

  下山：半分以上そうかもしれません。例えば、なんとなくできた曲をためてアルバムを作ろうと考えた時に、こういう曲想も必要だなとか見えてくるので、そこから作っていったりします。

  何をきっかけに作るかというと、メロディから作る時もありますが、メロディから作ると同じような感じになってしまうことがあります。ベースラインから作ってみようとか、コード、リズムから作ると全然違うものができたりします。メロディを作っていてうまくいかないと思っていて、しばらくしてからリズムを変えてみたらすんなり作れることもあります。作り方はあまり決めない方がいいのかなと思います。

  

  -今回もいろいろなオープンチューニングを使っているのでしょうか。

  

  下山：5種類ですね。今楽譜を作っていて、2月に発売予定です。CDと一緒に発売する方がいいのでしょうけど、今回は新鮮な気持ちのまま録音したかったので、CDだけ先になりました。

  

  -曲作りの時にチューニングは先に決まっているのでしょうか。

  

  下山：両方ですね。メロディを先に作ってチューニングを考えたり、チューニングを決めて作った曲もあります。チューニングである程度使う音、音域が限られてくるので、あえてチューニングを変えて曲想を変えるということもしています。

  

  -最近の活動ですが、ライブが中心なのでしょうか。

  

  下山：2014年の後半はアルバム作りに時間をかけていたので、今後はライブを増やしていきたいと思います。ライブばかりだと新しい曲を作りたくなるし、曲を作ってばかりだとライブをやりたくなってきますね。

  

  -今後の予定は何か決まっていますか。

  

  下山：アルバム発売記念ライブとして、2月28日(土)に水道橋の「CAFE Rijn」でライブをする予定です。 あと、まだ詳細は決まっていませんが、3月頃に岸部眞明さんと中国に行く予定です。趣味で中国語を習っているので、楽しみにしています。

  

  -最近は中国、韓国などアジアでライブをするソロギタリストが増えてますね。

  

  下山：インストだと言葉が関係ないからいいですね。

  

  -岸部さんとのジョイントも続いていますね。少し前には中川イサトさん、岸部眞明さんと3人でツアーを廻られてましたね。

  

  下山：下山：2013年の6月ですね。2003年に「Daybreak」というコンピレーションアルバムに参加した時の、イサトさん、岸部さん、住出さん、丸山さんとのツアーを思い出しましたね。この時は本当にいい経験をさせていただきました。

  

  -下山さんは30代前半ですが、ファーストアルバムのリリースが押尾コータローさんのメジャーデビューと同年です。下山さんより少し若いギタリストになると押尾さんの影響が強いので、年齢が近くても随分音楽感が異なっているように見受けられます。

  

  下山：押尾さんの代名詞とも言える、タッピングやギターヒッティング等の奏法は、マイケル・ヘッジスで初めて知りました。

  

  -レッスンもされているようですが、どのような形態でされているのでしょうか。

  

  下山：基本的に個人ですが、たまに2,3人一緒に行う事もあります。僕の曲を演奏するためのレッスンです。ライブなどの活動が中心なので、レッスンはあまりやっていません。

  

  -ホームページ等に募集が出ていませんが、それほど多く募っている訳ではないのでしょうか。

  

  下山：そうですね。レッスンが多すぎるとライブなどに差し支えが出そうなので、それほど多く募集している訳ではないです。

  でも、楽譜は演奏する全ての情報が載っているわけではないので、弾く前の動作や消音のことなどを教えています。

  

  -最後にギターファンにメッセージをお願いします。

  

  下山：ギターはやればやるほど面白さが増してくるので、どんどん聴いて欲しいし、楽しんで演奏して欲しいですね。

  

  【2014年12月21日東京、立川「あちゃ」にて】

  


  


  

  下山亮平　http://r-shimoyama.guitarfreak.net/index2.htm

  

  山形県山形市生まれ。東京都 在住。

  2002年 ファースト・アルバム「INVITE」をリリース。

  2003年中川イサト氏プロデュースのアコースティックギター・コンピレーション・アルバム「Daybreak」（第一興商）に参加。

  2004年Hip Hop系ユニット、DefTechのヒット曲「My Way」にアコースティックギターで参加。

  2005年2ndアルバム「Ordinary Life」をリリース。

  2007年2ndアルバムに収録のギター曲「Water Dance」に歌詞が付けられて、J-pop歌手の伊藤由奈（ソニー・ミュージック）のニューシングル「Mahaloha」として提供。

  2011年3thアルバム「Philosopher's Stone」をリリース。

  2014年4thアルバム「Rainbow」リリース。

  

  下山亮平プロフィールより　

  http://r-shimoyama.guitarfreak.net/profile/index.html



  [広告]sign-pole records
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  ギター工房探訪〜Water Road

  


  岸部眞明、下山亮平らフィンガーピッキングギタリストに愛用され、美しい音色とインレイを初めとするデザインにも定評のあるWater Roadの増田さんにギターの特徴やこだわりなどをお話していただきました。

  

  【バックナンバーAcoustic Guitar World vol.9より】

  


  ーまずはギター製作を始めたきっかけを教えていただけますでしょうか。

  

  Water Road 増田(以下、増田)：もともとはギターを弾いていて高いギターもたくさん買いました。最後の一本というのも効かなくなってしまって(笑)。ギターは急に作ろうと思ったんです。元々プラモデルとか趣味でした。買っちゃ駄目なら作ってしまおうと、軽い気持ちで、それが1996か1997年です。その頃から中川イサトさんと知り合いで、作ったギターを弾いて評価してくれましたので、運がよかったです。当時はまだ作ってる人は少なかったですね。日本にはまだ情報がなかったので海外から洋書を取り寄せて、英語は読めないので写真とイラストが頼りでした(笑)。全部独学ですね。もともと水道屋だったので電動工具とか使ってたし、知り合いの大工さんが何人もいたので大型の電動工具は借りることができました。大工さんの作業場で木を削ったりしたので、最小限の工具をそろえるだけでよかったです。通常は工具で何百万円もかかるでしょうね。今でも大型の電動工具は借りています。

  店頭で自分のギターを初めて置いてもらったのは1999年で、カワセ楽器でした。その後にBlue-Gで、その数年後にドルフィンギターズに置いてもらいました。まだ競争相手も少なかったですね。その頃Oya Guitarの大屋さんがアメリカから帰ってきていて、あるライブで偶然居合わせてお互いギター作ってるんですか、という話をしました。2000年頃に刈谷でハンドメイドギターの展示会はやってましたが、関東の製作家はあまりいなかったと思います。

  

  ーきっかけらしいきっかけはないのですね。自分のために作ろうと思ったのでしょうか。

  

  増田：いや、そういう考えでもなかったですね。買えないなら作ろうというくらいです。少しは自分でも弾きましたが。運良く作って3本目くらいで譲って欲しいという人がいたので、当時のギターは手元には無いです。
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  ー早い時期から岸部眞明さんが使用してましたね。

  

  増田：確か1999年頃使ってくれました。セカンドアルバムを出してからそんなに経っていない時期ですね。桐生市で知り合いと2人でアコースティックギターのライブを主催して、その時岸部さんにゲストで来てもらいました。リハーサルの時に知り合いが僕のギターを使っていたのですが、岸部さんがそれをじっと見ていて、そのうちちょっと貸してください、といって本番前まで自分のギターでなく僕のギターをずっと弾いてました。それでライブが終わってから、明日工房に遊びに行っていいですか、となり、ギターを作ってください、ということになりました。それからの付き合いになりますね。

  最初は12フレットジョイントで作ってくれというので作ったのですが、何年か使ってからやっぱり14フレットにしてくれと言われました。12フレットから14フレットにするのはネックもトップも替えなければいけないので、サイドバックだけ使って他は作り直しました。

  1本目を作った次年に2本目のギターを作って、それをずっと使ってくれて、今年になってシグネィチャーモデルを作りました。

  

  ーシグネィチャーモデルのスペックはどのようなものでしょうか。

  

  増田：トップはジャーマンスプルースで、サイドバックはマダガスカルローズウッド、スケールは25.5インチ、ナット幅が45mmです。ネックが薄くて、ナット部分で19mmくらいしかないです。10フレットで20mmくらいです。すごく薄くて幅が広いネックです。これは岸部さんが作っている時にここにきて、ネックを塗装前に自分で削りました。3時間くらいかけましたね。あのギターは日本で一番薄いネックかもしれません。他の人が持ったら弾きにくいんじゃないですかね。

  

  ーネックの幅が広いのは岸部さんの好みですか？

  

  増田：いや、こちらから提案しました。前に使っていたローデンも広めですが、44mmくらいです。ああいう特殊なポジショニングをすると弦間が狭かったら指が隣の弦に干渉してしまう。それで勧めてみたら気に入ってくれました。岸部さんのギターはサウンドホール側の弦間も広いです。ブリッジの1弦から6弦までの間隔を広くしています。右手で弾く時、広い方が隣の弦に干渉しなくて弾きやすいです。ただ一つ問題もあって、弦間を広くしたらサンライズのポールピースより広くなってしまい、一つ分ずれてしまいました。それでM-ファクトリーの三好さんに相談したら大丈夫ですよ、と言われてなんとかセッティングしました。ナット側もサウンドホール側も弦間を広くしてるので、ストロークのことは全く考えず、指で弾くことだけを考えています。下山君のギターももう少しネックは厚いですがサイズは同じです。お客様に販売する岸部さんのシグネィチャーモデルも岸部さんがここにきて、自分でネックを削っています。世界中にシグネィチャーモデルはたくさんあるでしょうけど、本人がネックを削ってるギターはないでしょうね(笑)。自分で使うギターなら他にもいるかもしれませんが、お客様のギターもギタリストが削ることはないでしょう。最高の売りですね(笑)。岸部さんはピックを使いませんが、ピックガードはつけてほしいといわれました。ベンスーザンもピックを使いませんが自分のギターにはピックガードがついてます。そのせいかなとも思うのですが、ピックガードも岸部さんがデザインしていて、本鼈甲を使っています。

  

  ーいま鼈甲は少ないのではないでしょうか。

  

  増田：そうでもないですよ。輸入はできませんが国内にはまだあるようです。

  

  ーこのシグネィチャーモデルのボディサイズはどのようなものでしょう。

  

  増田：Deep Arte(ディープアルテ)というモデルが基本ですが、胴厚が5mmくらい深くなっています。ボディのシェイプも少し違います。ヘッドが通常のモデルと違います。通常モデルはヘッドの両方が尖ってますが、岸部さんと下山さんのモデルは片方だけ尖っています。シグネィチャー以外のモデルでは、この形状のヘッドは作りません。2人に対する敬意ですね。結構このヘッドにしてほしいというように言われるのですが、丁重にお断りしてます。Water Roadがあるのはこの2人のおかげですからね。

  

  ー最近、渡辺香津美さんが使用されていますね。

  

  増田：はい。今年になってからですね。ライブで使ってくれているようです。ピックアップを使っていろいろ音色を変えたり、ピックで弾いたり指で弾いたり多彩です。これからも使ってくれるとうれしいですね。

  

  ー各モデルのことをうかがいたいのですが、まずDeep Arte(ディープアルテ)についてお願いします。

  

  増田：Arte(アルテ)とはラテン語でアート、芸術という意味です。これが標準モデルですね。岸部さんのモデルをモディファイした感じで、ボディ容積は2〜3%小さく、普通の人はこちらの方がよいでしょう。ネックは44.5mmが標準です。

  Dはドレッドノートサイズで、MerodiaはOMサイズです。これもラテン語で、メロディ、音楽のことです。Couchi(カウチ)はマーチンでいうシングルオーとダブルオーの中間の大きさです。胴は厚くして、OMと同じくらいです。スケールが全て25.5インチ、650mm弱で、長いスケールを使っています。 この他にまだ発表していないArteというモデルがあります。Deep Arteよりスケールを1インチ短くして、胴も少し薄くしてます。今ここにあるのが試作の1号機、2号機ですがまだ完成していません。ホームページには名称だけアップしているだけで写真を載せていません。

  

  ーどのモデルもフィンガーピッキングを意識しているのでしょうか。

  

  増田：そうですね。みんなダウンチューニングするのでスケールは短くしてません。ボディサイズの違いは抱えやすさと低音が必要かどうかというところです。今は低音はピックアップでいくらでも調整できますが(笑)。ただ深胴のハカランダのように最初から低音が強いとアマチュアの人ではコントロールが難しいでしょうね。

  

  ーDだとやはり低音が強いですか。

  

  増田：出ますね。ただDeep ArteのようなスモールジャンボはDの低音の出方と違って、ボディのくびれているところで中で響いてから音が出てくるのでリバーブ感があります。指で弾くにはこちらのがいいでしょうね。下山さんは最初のアルバムではマーチンD-28で録音してます。その時期、彼はマイケル・ヘッジスがD-28を使っていたのでフィンガーピッキングにはDがよいと思っていました。初めてDeep Arteを弾かせたらフィンガーピッキングはこのボディですね、と言ってました。座って弾くにも抱えやすいですしね。岸部さんも一番最初はD-28を使ってました。

  

  ー今は小型ボディが認識されてますが、80年代や90年代前半は小型ボディの存在があまり知られてなかったと思います。

  

  増田：そうですね。クラプトンのアンプラグドからじゃないでしょうか。その前はOMとかは見向きもされなかったですね。僕がこのボディにしたのは、グレーベンとソモギの影響があります。あの人たちは1990年代中頃からこういうボディを作っていて、自分で持っているグレーベンもこの形です。このボディシェイプが好きなんです。基本はDeep Arteで、低音がもっと欲しければD、女性とか小さいボディがいいという人には、MerodiaやCouchiになります。Arteは新しいコンセプトで、フィンガーピッッキングだけではなく、ストロークでも使えるギターを作ろうとしています。指でもピックでも弾けるギターです。容積を弱冠少なくしてサスティーンも減らして、サイドバックはローズウッドを使わないつもりです。ローズウッドだと倍音、サスティーンが強くなります。今作っているのはキルテッドマホガニーとハワイアンコアです。 ギターの音は7割がトップで決まりますが、3割はサイドバックでキャラクターが出てきます。サイドバックは見た目も重視しますが、やはりハカランダは好きですね。今まで40本くらい作っていますしオーダーは多いですね。

  

  ーこちらにあるハカランダもとても目がきれいでいい感じですね。大手メーカーだと作る本数が多くなるので材の確保が大変そうですが、やはり手工でやってる方なら少なくなってきているハカランダでも質のよいものをストックできるのでしょうか。

  

  増田：いえ、今はハカランダは安定供給しています。むしろ市場ではだぶついてます。今海外で膨大な量のハカランダのストックを持っているところが供給しはじめた。先日の東京ハンドクラフトギターショーでは50セットくらいハカランダが売ってましたよ。皆みせてなかったですけどね(笑)。今は国内でもネットショッピングで買えるくらいですが価格は高いです。グレードもあるので中には安いのがあります。何年か前はハカランダは選べなかったですが、今は選べる時代で、今ここでも30セットくらいストックしています。お金さえあれば何セットでも買えますね(笑)。

  

  ーではむしろマダガスカルローズウッドの方が足りない状況でしょうか。

  

  増田：マダガスカルはないですね。もうマダガスタル島からはローズとエボニーは出荷しておらず、今市場にある在庫だけなので貴重です。初めてマダガスカルでギターを作ったのは1999年だったと思います。多分日本で最初かもしれません。業者にハカランダを頼んだのですがハカランダはないと言われ、他に何かないかと言ったらマダガスカルを試しに使ってみないかと言われました。見てみるとハカランダみたいでよさそうでした。2本くらい作ってから、岸部さんからギターを作ってほしいと言われた時に、マダガスカルで作ってみたら気に入ってくれて、ずっと使ってくれています。マダガスカルはそれほど固い材ではないので、ハカランダのような低音は出ません。でもアタックのきいた音が出るので音作りが楽なようです。岸部さんは日本中いろいろな所でライブをしているので、中には音響があまりよくない会場もあります。鳴りすぎると音が回り込んだりしてかえって難しい場合もあるようなので、マダガスカルが一番使い勝手がいいようです。マホガニーやハカランダもあるんですが、ライブではマダガスカルだけです。マホガニーはローが足りない、ハカランダはローが強過ぎると(笑)。

  

  ー使用している材質はハカランダ、マダガスカル以外だとどのようなものがありますか。

  

  増田：最近はアフリカンブラックウッドが何本かオーダーがきてます。これはいい材ですね。まだ3本しか作ってないですが、ハカランダより深い鳴りがします。すごく重い材で、一度トップが振動して音を押し込んでからバックが反応して音が出てくるのでリバーブ感覚があります。ハカランダでは出ない、特殊で気持ちいい音ですね。ナチュラルなリバーブがかかります。

  マホガニーはフィンガーピッキングの人はあまり好きじゃないみたいです。マホガニーもいい材なんですが、ローズウッド系のイメージが強いようですね。今作っているのがウォーターホールマホガニーという、うねってるような木目です。たまにマホガニーは作りますが、普通の杢のは使ってなく、ちょっと変わった杢のにしてますね。

  あと、今大阪のサウンドメッセ用のギターを作っています。1本がDでトップがカーリーレッドウッド、サイドバックがカリフォルニアウォルナットです。ネックもウォルナットで虎目になっています。ヘッドはカーリーメイプルで指板もわかりにくいかもしれませんが、カーリーエボニーです。関西といえば虎ですから(笑)。このギターはすぐ売れるか売れ残るかどっちかでしょうね(笑)。トラスロッドカヴァーに阪神のマークでもいれて。展示は普通のトラスロッドカヴァーをつけておいて、オプションでマーク付のを作っておこうかと思ってます。

  あと、これはヘッドが特殊になっていて左側にペグを4つ、右側は2つというようにしています。
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  ーこれはどういった理由からでしょう。

  

  増田：奥さんがインレイを作っているのですが、インレイに弦やポストがかかってしまうのを残念がるんです。こうすればインレイを大きくしても弦がかからないのできれいに見えます。ちょっと実験的に作ってみました。ヘッドは1cmくらい長いだけです。ポストで調節すればテンションもそんなに変わりません。

  

  ーインレイは全て奥様が作っているのでしょうか。

  

  増田：まず奥さんがデザイン、レイアウトをしてから、私が言われた通りに貝を切りつなぎ合わせます。それを埋め込んで平にしたら、また奥さんが描いて掘り込み墨入れをします。

  

  ー奥様はこういったことを以前からやっていたのでしょうか。

  

  増田：元々グラフィックデザインの学校を出ているので、描くことはできました。彫るのは独学です。日本人ではインレイ専業の人が2人いますが、その人が奥さんのグレイビングを綺麗だとほめてくれましたね。他の製作家でインレイをやらないのは自分でデザインするのが大変だからでしょう。 ただ、いま貝がアメリカの法律のせいでアメリカから買えなくなったので大変ですよ。ブリッジピンに貝のドットがあるだけでも輸入できないです。あと貝はアバロンとパールくらいしかないと思われてますが、種類はいろいろあって、アバロンだけでもここに4種類あります。グリーンアバロン、ピンクアバロン、レッドアバロン、パウアアバロンとあります。パウアが一番美しいですね。パールもブラウン、ピンクとかあります。産地でも結構違いがあって、ベトナムのブラウンパール、フィリピンのブラウンパール、タヒチのブラックパールとフィリピンのブラックパールと微妙に色合いが違います。これらを使い分けていて、 今までインレイなしという注文はほとんどないですね。

  ギターショーでは他の製作家はお客さんに作ったギターを借りて展示するのが多いんですが、うちはギターショー用に作ってます。借りものに傷がついたりしたら困りますから、毎年そうしています。そこはこだわってますね。なので奇抜なことをやったりインレイに凝ったりしてます。
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  ートップ材のスプルースもいろいろな種類が出てますね。以前はシトカスプルースがほとんどだった思います。

  

  増田：そうですね。それにイングルマンが少しといったところでしょう。クラシックはジャーマンとか使っていましたが、最近はルッツスプルース、カルパチアンスプルース、ホワイトスプルースとかいろいろあります。アディロンダックは今はほとんどカナダ産です。

  

  ーというとアディロンダックといってはいけない気がします。

  

  増田：本当はそうですね(笑)。本当のアディロンダックはレッドスプルースといって、ニューヨーク北のアディロンダック山脈のスプルースでほとんど流通していません。あっても高いし、あんなに赤くありません。

  

  ースプルースはどのようなものを使っていますか。

  

  増田：ほとんどジャーマンスプルースです。倍音の出方や振動率がフィンガーピッキングに一番合っていると思うので、それ以外はほとんど使っていません。ピック弾きには合わないかもしれませんね。ブレイシングはアディロンダックを使っています。アディロンダックはしなりがすごくあるので、一度弾くといつまでも振動するような感じです。最近はブレイシングはアディロンダックを使う人が増えていると思います。

  

  ーカッタウェイが標準でしょうか。

  

  増田：ノンカッタウェイは6本くらいしか作ったことないです。オーダーはほとんどカッタウェイです。どの製作家もカッタウェイが標準になってきている感じがします。サイドのサウンドホールも標準のようになってきてます。

  

  ーサイドのサウンドホールはどのような効果がありますか？

  

  増田：これはプレイヤーのためのものですね。普通は前で聴いてる音と自分で聴いてる音が違ってきますが、サイドにサウンドホールがあれば前で聴いてる音が自分で聴くことができます。モニター用ですね。いま渡辺香津美さんが使っているギターにはサイドにサウンドホールがついています。ただ難点もあって、渡辺香津美さんがピアノとのデュオのライブでピアノソロの時にギターが共鳴してしまったそうです。何とかならないですかと相談されたので、サイドのサウンドホール用の着脱式の蓋を作りました。一昨年だったか、サウンドメッセにサイドにサウンドホールのあるギターを置いて試奏してもらって、穴を塞いだ状態と比べると皆いいですね、と言ってました。ただつけてほしいというオーダーはあまりありません。

  

  ーサイドに穴を開けるということ自体に抵抗があるのでしょうか。

  

  増田：そのようですね。日本人全体だと穴を開ける人は増えてきていて、特にクラシックでは多くなってきているようです。あと、この場所に穴が開いていても音には影響がありません。穴を開けることによって音が小さくなるとかはありません。
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  ー塗装はラッカーを使用していますか。

  

  ーはい。ラッカーはどの製作家も同じものを使っていると思います。玄々化学工業というところで作られている日本で唯一の楽器専用のラッカーです。これは普通の所では買えなくて、塗料の問屋さんに取り寄せになります。最近セラックも増えているようです。セラックはいいのですが弾く人は気を使うでしょう。ちょっと当たるとすぐ傷がついてしまいます。

  

  ーアコースティックでセラックというのはあまり馴染みがないですが、ラッカーと違いは出そうでしょうか。

  

  増田：あまり変わらないのではないでしょうか。ナイロン弦でわずかなタッチの差で振動を妨げないようにするものなので、鉄弦ではそんなに変わらないと思います。

  

  ーネックはダブテイルジョイントでしょうか。

  

  増田：ダブテイルです。外れないようにきっちりと接着しています。ボルトオンは絶対やりたくないです。ボルトオンだとリペアはやりやすいでしょうけどね。

  

  ーダブテイルだと接着をはがして調整するということでしょうか。

  

  増田：いえ、はがすことを前提としていません。リペアする場合はネックを切り落として交換します。ただネックのトラブルはほとんどなく、今までネックが折れてしまって2回だけやったことがあります。その時ヘッドプレートはインレイがあるのでそれは新しいのを貼付けます。

  

  ーマーチンやギブソンだと一度外して調整しますが仕組みが変わりますか。

  

  増田：マーチンやギブソンは外すのを前提としているのでトラブルが出ます。うちのは外す前提にしておらず、きっちりと接着しているのでトラブルが発生しません。隙間を作らないように接着していて、ネックブロックがサウンドホールのところまであるのでがっちりと接着されており、ネックが起きるトラブルが出ません。最近マーチンはこういうブロックを使用しているようです。この作り方だとヒールを薄くすることができます。そうするとハイポジションも弾きやすくなります。

  あとネックはワンピースではありません。ねじれ防止になるようにブックマッチ、2ピースになっています。木目が左右対称になっているのでねじれが出てきません。中にはトラスロッドを中央にして両脇にカーボンロッドを入れています。これだと反らないし、ねじれないです。ネックはねじれると終わりですからね。 カーボンは入れている人が多くなってきてると思いますが、うちはギターを作り始めた当初から入れています。ソモギさんが使ってると聞いていたし、いいなと思いました。最初からネックのブックマッチもしており、独学ですが正解でしたね。ネックは反りません。

  

  ーその他、他のギターと違う特徴はありますか。

  

  増田：トップがフラットということですね。通常は鳴りやすいようにするためドーミングといって、トップを少し膨らませますが、むしろ少しへこんだ状態で、弦をチューニングしたら平になるようにしています。こうするとトップ浮きが出なくなります。ドーミングすると経年変化でどんどんトップが浮いてきて、弦高を下げるためにブリッジを削らなければいけないくらいになります。なので今までトップが浮いて弦高が上がり過ぎたというリペアはありません。ユーザーに聞いてみてもトップが浮いたということは聞いたことがありません。岸部さん、下山くんも移動の時もチューニングしたままです。それでも不具合が出ないように設計してます。しかし日本でドーミングしてないのはうちくらいじゃないでしょうか。

  

  ーネックは反らないしトップも浮かないのは特にプロのギタリストにとってはいいですね。

  

  増田：基本的にプロ用のギターと一般用のギターは構造が少し違ってきます。岸部さんや下山くんはM-Factoryをつけてトップには重たいサンライズのピックアップもつけて、中にはプリアンプがあり配線も回ってます。なので過度な振動はノイズの原因にもなるのでさせないようにしています。サンライズの重さの負荷はかなりあるので、トップを丈夫にして、倍音が出過ぎると音作りが大変なので、倍音を押さえ気味にしています。一般ユーザー用は、倍音がたくさん鳴り、サスティーンは長く、リバーブ感があります。ギターの生音で岸部さんのCDのような音が鳴ると喜びますよね。

  あと、ペグはゴトー製で裏側にロゴが入ってつまみがハカランダになっているオリジナルです。ケースにはこれもゴトーで作ってもらったオリジナルのロゴのプレートをつけています。フェンダー系のネックの裏につけるプレートを使ってます。こういった特徴もあります。

  

  ー最近はウクレレも結構作っているようですね。

  

  増田：一時期作りましたがしばらく作りません。ギターの方が忙しいので。基本的にはギターと同じような作り方をしています。ここにあるのはベアクロウのジャーマンスプルースでサイドバックがハカランダで、貝のインレイを入れています。

  

  ー大きくしたらいいギターですね(笑)。ウクレレはローズウッド系のイメージはあまりないですね。

  

  増田：最近増えてきてますよ。ギターを作っている人がウクレレを作り始めたので。

  

  ー最後に、ハンドメイドの良さはどのようなところでしょうか。

  

  増田：ハンドメイドの良さは個人のニーズに応えられるところでしょうね。高いお金を出してもらう訳ですし。かなり細かいことを言ってくる人はたくさんいます。最近受け付けたオーダーはお客さんがここに来て材を選んでいます。今はそういう時代ですかね。

  木は同じものが2つとありません。その木に応じて調整するのが当たり前だと思います。データとかは取らずに、頭の中でイメージして、この固さとこのしなりならこうすればいいかな、というように考えます。今まで120本くらい作っていて頭の中にノウハウが入っています。材料には人一倍こだわっていますが、板の状態でトップだけ調整してもサイドバックとの関連があるので箱にしてから調整します。箱になってからトップの厚みを変えたりバックの厚みを変えたりします。

  あと貝のインレイをボディに入れるのは最近あまりやってません。飽きてきました(笑)。いろいろと試してますよ。こういう風に遊びながら、楽しみながら作った方がいいギターができる気がします。

  

  【2012年8月 工房にて】
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  【Water Road 増田明夫氏】

  


  


  

  Water Road http://www.waterroad-guitar.com/

  Builder：増田 明夫

  

  1997年ギター製作開始

  1999年店頭販売開始、岸部眞明氏に最初のギターを依頼される

  2002年下山亮平氏が使用

  2012年渡辺香津美氏が使用



  矢後のひとりごと

  


  平成生まれのギタリスト矢後憲太氏は高度なテクニックと繊細な音作りで素晴らしい音楽を奏でます。ここでは通常の教本とは異なる目線で、さらに深い視野や概念、指先のテクニックにいくまでの根本的な話など、意識していればギターをより楽しめるような話をコラム的に掲載します。短期連載の予定ですが、好評であれば長期になるかも？

  

  質問などありましたら、お気軽にTwitter、facebook、メール(info@aco-world.com)等にお問い合わせください。

  


  　皆さんこんにちは、矢後憲太です。年が明けて第一回目となる“矢後のひとりごと”、気持ちを新たに張り切っていきたいと思います。読者の皆様、2015年もよろしくお願い致します！

  　さて、皆さん年末年始はいかがお過ごしでしたか。何かと慌ただしい時期でしょうけど、お正月なんかは結構時間があったりしていつもよりたくさんギターを弾けた、なんて方もたくさんいらっしゃるかと思います。ゆっくりとギターと向き合える時間て、本当に幸せな時間ですよね。お気に入りの曲や音色の心地よさに癒されたり、自分で演奏するにあたって、日々少しずつ進歩していく感覚があったり探究心をくすぐられたり、いろんな側面から心を満たしてくれます。何より楽しいですしね。楽しみながらいろんな発想でギターと向き合っていきましょう！

  

  ●第七回 ～表現のいろいろ その2～

  

  　今回は“表現のいろいろ その2”ということで、演奏に際しての“表現”という観点から、発想の切り口や具体的な方法に至るまでいろいろ書いてみようと思います。前回は“音量”と“強弱”のお話をしましたので、今回は“音色”のお話から始めます。

  

  　いきなりですが“音色”と書いて、何と発音しましょうか。「ネイロ」でしょうか、それとも「オンショク」でしょうか。どっちでもいいよ！という方もいらっしゃるでしょうけど、私は「オンショク」と呼んでいます。感じ方は人それぞれ違うと思いますが、不思議なことに、何となくネ イロとオンショクでは、意味するところが違ってくるように感じます。私だけでしょうか？もちろん「ネイロ」の方がしっくりくるという方はそちらでも構いませんけれど、なんだか表面的な音の違いという、ただそれだけ（ハード的な変化の要因も含めて）を意識してしまいがちな響きのような……ここでは自分のタッチでコントロールしながら作り出す“音色”の意識を持っていただきたいので、なんとなくですが初見の方は「オンショク」という響きの方が入りやすいような……実際に、音楽をやっているとオンショクという読み方をする人が多いです。音楽の用語としてもオンショクが一般的だと思います。

  　ということで“音色”（オンショク）について考えてみます。

  

  　皆さんはどこかで“ダイナミクス”という言葉を耳にしたことがあると思います。強弱など変化をつけていく音楽表現のことです。豊かな演奏、自由な演奏表現には、このダイナミクスが大切、そして強弱は単純な音量の大小ではないというお話について前回触れました。

  　音色って何？という方、Wikipediaで見てみましょう（笑）フリー百科事典は何かを説明の根拠としては弱いですが、アウトラインをなぞるのには便利なものです。ふむふむ、どうやら音色とは「音の質」を表すのに用いられる用語らしいです。wikiには思いっきり「音色（ねいろ）」と書かれていますが、見なかったことにして私は音色（オンショク）と呼びましょう（笑）

  　音響学的な見方をすると、波形が違うということらしいです。難しいですね。いきなり音響学と言われてもピンとこないので、ざっくりいきましょう。

  

  例えば、ギターとピアノの2種類の楽器で、それぞれ、同じ大きさ・高さの音を出したとします。2つの楽器から出る音は、大きさや高さが同じでも、我々の耳には全く異なった聞こえ方をします。この時、これらは音色が異なっています。異なる楽器どうしの話をしても仕方がないのですが、わかりやすく言うとそういう事です。もう少し範囲を狭くして、異なるギターを2本用意して同様のことをやってみても、やっぱり音色は違います。（細かく言えば楽器には個体差があるので、近い音色はあっても全く同じ音色はないです。）ここまでは、楽器そのものの種類や違いに焦点を当てた音色の違いです。シンプルに、聞こえ方が違う、というのが大切な要素です。

  

  　ではここから更にちょっと踏み込んで、表現としての音色の違いについて考えます。楽器が異なっていれば音色が違うというのはある意味あたりまえですが、そうではなくて、曲を自分で演奏するにあたって、その中でいろいろな音色を使い分けて弾いていきましょうということです。もちろんソロギターの話ですから、違う楽器をいくつか使うとか、そういう話ではないです（笑）

  　お気づきの方も多いと思いますが、ギターって、いろんな音が出せます。これは、特殊な奏法でいろんな音が出せるという意味ではなくて、まず基本的な“音を鳴らす”ということについて、その音を多彩な音色で出せるという意味です。

  　試しに、何か一つの音（CでもDでもなんでも良いです）をベーンベーンと継続的に鳴らしながら、ピッキングのポジションをブリッジ側へ徐々にずらしていったり、反対に指板側へ徐々にずらしていったりしてみてください。ピッキング自体はなるべく均一に、音の大きさや高さは保ちつつ、弦をピッキングするポジションだけをずらします。おそらく、ブリッジへ近づけるほど硬質でドライな音色になり、指板側へいくほどふくよかな粒立ちでウエットな音色になるはずです。こういうピッキングのポジションでも、音色を変化させ、聞こえ方に変化を与えることは可能です。

  　また、曲の中のフレーズで、音に揺らぎを与えるビブラートというものがありますが、実はこれも、音色の変化を用いた奏法の一つです。ビブラートにも種類があるので、音の高さをあまりにも急激に変化させてしまうビブラートはちょっと違うかもしれませんが、揺らぎを与えて聞こえ方に変化を与えるという点で、音色の変化を応用した表現技法だといえます。

  

  　このように、意図的に聞こえ方に変化を与えるような弾き方をして音色を変化させることによって、その演奏は、表現としてより豊かになっていきます。重要なのは、音色をコントロールする意識を持つということです。表現の中で、「この部分はこういう音を出したい」という意図を持って、 音色をコントロールして多彩な表現を行っていくわけです。

  　音色の問題というのは、音の大きさとか高さの問題よりも、もっと複雑な問題です。どのように聞こえるか、聞こえ方の違いを意識して音楽表現していく必要がありますから、しっかり意図を持って大切に音を奏でていきたいですね。

  　さて、今回はこのへんまでにして、次回は、強弱、音色など総合的に絡めた表現のお話をしていきたいと思います。それに関連して、楽器そのもののお話や、機材のお話にも触れられたらな～なんて思っていますので、楽しみにお待ちください！

  

  　では、ごきげんよう！

  


  

  矢後憲太　http://acoustic-kenta-y.jimdo.com
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  1990年栃木県生まれ。フィンガースタイルギタリスト。多彩な奏法を駆使し、様々な情景、感情、物語などをギター1本でありありと表現する。色彩感溢れるその豊かな音色は、聴く者を色とりどりの世界へと誘う。

  2012年、モリダイラ楽器主催全国規模フィンガーピッキングコンテストにて優秀賞を受賞。

  ライブカフェ宮内家でほぼ毎週木曜日ライブを行い、多くのギタリストとも共演する。

  2013年、同コンテストにて優秀賞、オリジナルアレンジ賞、葉山ムーンスタジオ賞 (オーディエンス賞)の三冠を受賞。

  2014年、自身初となるフルアルバム『85.』を葉山ムーンスタジオレーベルよりリリース。

  アコギソロでライブ活動を展開。ライブやイベントの出演に加え、ラジオ番組への出演やパーソナリティとしての活動、楽曲提供、バレエコンサートとのジョイント、アート作品展とのコラボレーションなど、他分野に渡って精力的に活動を展開。


  



  イベント、ライブ情報

  


  主にソロギターのイベント、ライブ情報をギタリストごと、アルファベット、五十音順にご案内します。


  


  ◇◇ライブ情報◇◇

  

  ■Aki Miyoshi　http://aki-miyoshi.jimdo.com/

  

  1/18（日）東京・下北沢「下北沢 circus」

  辻岳人、Aki Miyoshi、井草聖二ライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円(要1food 1drink)

  お問い合わせ https://www.facebook.com/pages/下北沢-Circus-サーカス/367732379990869?sk=timeline

  

  

  ■GIN　http://gin.mistysky.net/

  

  1/23(金)大阪・上本町「STAR LIVE U6 」

  出演　ナカシオン

  Start19:30 、21:00

  料金2,000円（別途1Drink）

  お問い合わせ 06-7635-3311

  

  2/6(金)兵庫・神戸「サロン・ド・あいり 」

  出演　ナカシオン

  Start19:30 、21:30

  料金2,500円（Drink付）

  お問い合わせ 078-241-1898

  

  2/12(金)大阪・梅田「Mister Kelly's 」

  出演　岸部眞明 /ナカシオン

  1st19:30 、2nd21:15

  前売3,240円

  お問い合わせ 06-6342-5821

  

  2/14(金)兵庫・西宮「Uncle Jam 」

  出演　ナカシオン

  Open19:00 Start20:00

  料金2,500円（要2ドリンク代別途）

  お問い合わせUncle Jam TEL 0798-64-5405

  

  2/22(日)大阪・高槻「JK's BIRD」

  Open10:00

  【出演】　

  11:00 瀬川秀和 Vocal

  11:50 ナカシオン

  12:40 遠藤真理子 sax　北脇久士 guitar　鈴木泰徳　cajon

  13:30 小柳淳子 vocal　中山瞳 piano

  14:20 東雲真理 vocal　箕作元総 guitar

  15:10 REIKO violin　愛川聡 guitar

  16:00 藤村麻紀 vocal　西田まこと guitar

  16:50 ISA jamming vocal　生島大輔 bandoneon　坂田慶治 bass

  17:40 市川芳枝 vocal　小松竜吉 sax　久井康次 guitar

  【料金】　4.000円

  【お問い合わせ】 072-676-3661

  

  

  ■井草聖二　http://www.igusaseiji.com/

  

  1/18（日）東京・下北沢「下北沢 circus」

  辻岳人、Aki Miyoshi、井草聖二ライブ

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円(要1food 1drink)

  お問い合わせ https://www.facebook.com/pages/下北沢-Circus-サーカス/367732379990869?sk=timeline

  

  1/24（土）東京・渋谷「TK BAR」

  出演：SOUL GAUGE(井草聖二、磯貝一樹)

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円(+ Order)

  お問い合わせ http://tinyurl.com/m8gzdm3

  

  

  ■伊藤賢一　http://kenichi-ito.com/

  

  1/23(金)東京・曙橋「Back In Town」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open18:00 Start19:30

  チャージ2,700円

  お問い合わせ ０３ー３３５３−４６５５

  

  1/30(金)東京・八王子「ふらっとん」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open19:00 Start19:30

  チャージ2,000円（別途要オーダー）

  お問い合わせ ０４２−６４２−６２０５

  

  2/14(土)東京・新宿「伊藤賢一ギター教室」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open12:30 Start13:00

  チャージ2,000円（コーヒーとお菓子付き）

  ＊ノンマイクでの完全生音ライブです。

  

  2/20(金)兵庫・西宮「アンクルジャム」

  小川倫生＆伊藤賢一　ジョイントライブ

  Open19:00 Start20:00

  チャージ2,800円（２ドリンク別）

  お問い合わせ http://www.uncle-jam.jp

  

  2/21(土)三重・四日市「久茂」

  【GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live Vol.12】

  小川倫生（ギター）伊藤賢一（ギター）　ゲスト：竹内いちろ（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,500円

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  ＊ノンマイクでの完全生音ライブです。

  

  2/22(日)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  小川倫生＆伊藤賢一　ジョイントライブ

  Open16:30 Start17:00

  チャージ2,700円

  お問い合わせ http://denpo-g-studio.com/top.html

  

  3/7(土)東京・上落合「リトルボニー」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open14:30 Start15:00

  チャージ1,000円

  

  3/13(金)埼玉・南浦和「宮内家」

  小松崎健＆伊藤賢一　ジョイントライブ

  Open18:30 Start19:30

  チャージ2,970円（1ドリンク別）

  お問い合わせ http://www.geocities.jp/miyatin5963/

  

  3/14(土)東京・新宿「伊藤賢一　ギター教室」

  小松崎健＆伊藤賢一　ジョイントライブ

  Open12:30 Start13:00

  チャージ2,000円(コーヒーとお菓子付き)

  ＊ノンマイクでの完全生音ライブです。

  

  5/15(金)東京・曙橋「Back In Town」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open18:00 Start19:30

  チャージ2,700円

  お問い合わせ ０３ー３３５３−４６５５

  

  

  ■打田十紀夫　http://www.tokiouchida.com/

  ※チケット購入→http://www.tab-guitar-school.co.jp

  

  2/20(金)東京・町田「カフェ万象房」

  打田十紀夫＆浜田隆史“Blues & Ragtime”ライヴ

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円（ワンドリンク込み）

  

  

  ■岡崎倫典 http://www.rynten.com/

  

  1/25(日)愛知・江南「スタジオM 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open15:30 Start16:00

  前売3,500円　当日4,000円

  お問い合わせ スタジオM　TEL 0587-53-6416

  営業時間：平日15:00〜22:00、土曜日11:00〜22:00

  日曜日・祝日11:00〜21:00

  定休日：毎週水曜日

  

  ■1/31〜2/1 北海道旭川大雪クリスタルホール音楽堂イベント&コンサート

  

  ・イベント：1/31(土)北海道・旭川「旭川大雪クリスタルホール音楽堂内　第1リハーサル室 」

  岡崎倫典

  トーク＆ギター講座

  14:30〜(50分)

  内容：ギターテクニックや経験談など

  16:00〜『ギターレッスン開講』

  初級、中級、上級別にレッスンを行います。各3名限定

  時間：30分ずつ、3回

  

  ・コンサート：2/1（日）北海道旭川「大雪クリスタル音楽堂」

  オープニング：横島誠

  パーカッション：土屋‘大魔王’祐介

  ベース：野々口毅

  Open14:00 Start14:30

  一般2,000円 シルバー・ハートフル1,500円学生1,000円

  全席指定　当日＋500円

  ※シルバー：65才以上、ハートフル：各障害手帳をお持ちの方

  チケット販売：

  カワイ旭川ショップ TEL 0166-22-7461、

  玉光堂フィール旭川 TEL0166-26-6181、

  ヤマハミュージックテイリング旭川 TEL0166-27-0620、

  旭川市民文化会館 TEL 0166-25-7331

  大雪クリスタルホール TEL 0166-69-2000

  主催：旭川大雪クリスタルホール

  共催：北海道新聞旭川支社

  ※未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。無料託児所あり。ご希望の方は1月18日（日）までにお申し込み下さい。

  ※車いす、介助の必要な方は事前にお申し付け下さい。

  ※無料駐車場あり。

  http://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/files/bunkashinko/crystalhall/H26rinten.htm

  

  2/7(土)高知「Bee Station 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,500円　当日4,000円(ドリンク別）

  お問い合わせ TEL 088-855-6066

  

  2/8(日)香川・高松「 黒船屋 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open19:00 Start20:00

  前売3,500円　当日4,000円(ドリンク別）

  お問い合わせ TEL（087）826-3636（18:00〜、月曜日定休）

  

  2/15(日)大阪・河内長野「 百年邑 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open17:00 Start18:00

  前売3,000円　当日3,500円(ドリンク別）

  お問い合わせ TEL 0721-56-1107

  営業：11:00〜16:00、火曜日休

  

  2/20(金)岡山・笠岡「 萌 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Start20:00

  料金2,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせ TEL 0865-63-0511

  

  

  ■小川倫生　http://www.ogawa-michio.com/

  

  1/24(土)栃木・宇都宮「snokey music public house six」

  inweu×小川倫生&バイキングス

  UTSUNOMIYA×MITO SOUND GIG Meeting　live　

  出演：inweu、小川倫生&バイキングス

  DJs

  AGAGA&DORON(秘密の宮廷ゴールデンタイム)、鈴木esp敏和、サンスケ

  Start20:00

  チャージ2,000円

  お問い合わせ　 携帯090-9004-4504 スノーキー 担当 竹澤

  

  2/12(木)栃木・宇都宮「 music bar Lynch」

  Lynch Monthly Gig

  「トラディショナルフォークを題材にしたギターミュージックの実験。

  出演：小川倫生G.Vo

  Start22:15,23:15 2セット

  チャージ500円＋1drink order

  お問い合わせ 028-636-5999

  

  2/15(日)栃木・鹿沼「 一蓮 」

  矢後憲太・小川倫生ジョイントコンサート

  Open15:00 Start15:30

  チャージ2,800円(フリードリンク）

  18:00～お二人を囲んでの懇親会があります。

  ご希望のかたはご予約をお願いします。御料理:￥3200。

  お問合せ：TEL:0289-63-6116

  

  2/20(金)兵庫・西宮「アンクルジャム」

  小川倫生＆伊藤賢一　ジョイントライブ

  Open19:00 Start20:00

  チャージ2,800円（２ドリンク別）

  お問い合わせ http://www.uncle-jam.jp

  

  2/21(土)三重・四日市「久茂」

  【GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live Vol.12】

  小川倫生（ギター）伊藤賢一（ギター）　ゲスト：竹内いちろ（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,500円

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  ＊ノンマイクでの完全生音ライブです。

  

  2/22(日)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  小川倫生＆伊藤賢一　ジョイントライブ

  Open16:30 Start17:00

  チャージ2,700円

  お問い合わせ http://denpo-g-studio.com/top.html

  

  3/15(日)栃木・宇都宮「カフェ・ル・ジャルダン」

  小松崎健・小川倫生ジョイントライブin宇都宮

  Open15:00 Start15:30

  チャージ2,500円円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせ TEL: 028-683-2076

  

  

  ■押尾コータロー　http://www.kotaro-oshio.com/

  



  1/25（日）大阪「NHK大阪ホール」

  伊勢正三 LIVE2015 featuring 押尾コータロー -Collaboration Best Live-

  開場16:30　開演17:00

  料金6,800円（全席指定/税込）

  ファンクラブ先行予約があります。

  詳細は後日、ファンクラブページで発表いたします。

  11/29(土)

  キョードーインフォメーション　06-7732-8888



  1/30（金）東京・新宿「新宿ReNY」

  上田正樹 Super Session meets 村上"PONTA"秀一 "Real Soul,Neo Groove"

  〔出演〕

  上田正樹（Vocal/Guitar）/ 村上"PONTA"秀一（Drums）/岡沢 章（Bass）/

  堺 敦生 （Pf,Key/Chorus）/ Yoshie.N （Chorus/Vocal）

  〔ゲスト〕

  押尾コータロー

  開場18:00 開演19:00

  前売6,000円　当日6,500円（自由席）

  ※ドリンク代別途要

  ※整理番号順の入場となります。開場時間の10分前にお集まりください。

  キャピタルヴィレッジ03-3478-9999 / 新宿ReNY 03-5990-5561

  

  4/5（日）大阪「NHK大阪ホール」

  日越友好コンサート ミー・タム＆押尾コータロー"Dreaming Together in Osaka"

  〔出演〕ミー・タム　押尾コータロー

  開場17:30　開演18:00

  前売6,000円〔全席指定/税込〕　当日6,500円〔全席指定/税込〕

  ※ファンクラブ先行予約があります。会員の方には郵送でお送りいたしますので

  そちらからお申込ください。

  チケット発売所

  ◇チケットぴあ0570-02-9999　Pコード252-008

  ◇ローソンチケット0570-084-005　Lコード59834

  ◇イープラス　http://eplus.jp/

  ◇モバイルサイトグリーンズチケット　http://www.greens-corp.co.jp/

  1/31(土)

  グリーンズ　06-6882-1224（平日11:00-19:00）

  

  5/17（日）東京・有楽町「東京国際フォーラム ホールＣ」

  DEPAPEPE メジャーデビュー10周年 「Let's Go!!!　DEPAPEPE超大感謝祭！！」

  〔出演〕DEPAPEPE　　〔ゲスト〕押尾コータロー

  開場16:00　開演16:30

  5,550円（全席指定/税込）

  学生以上有料／未就学児無料

  ※但し、座席が必要な場合はチケット必要・学割アリマス　

  高校生以下当日、学生証持参で500円キャッシュバック

  ◇ファンクラブ先行予約があります。

  お申込み方法の詳細は、ファンクラブページをご覧ください。

  ファンクラブ会員の方はそちらからお申込みください。

  （郵送でのご案内はございませんので、ご注意ください）

  2/7（土）

  ディスクガレージ 050-5533-0888

  http://www.sonymusic.co.jp/Music/Info/depapepe/

  

  5/31（日）大阪「SAYAKAホール　大ホール」

  押尾コータローアコースティックギターコンサート2015

  開場17:00 開演17:30

  〔料金〕5,000円（全席指定/税込）

  ※6歳未満の方のご入場はご遠慮ください。

  〔チケット発売所〕

  ◇SAYAKAホール 072-365-9590（10:00-21:00 火曜を除く）

  ※窓口営業時間9:00-21:00

  ◇オンラインチケット（CNプレイガイド）http://www.sayaka-hall.jp/

  ◇ローソンチケット（Lコード:57775）0570-084-005

  ◇チケットぴあ（Pコード:250-820）0570-02-9999

  ◇イープラス http://eplus.jp/msp
 【ファンクラブ先行予約について】

  ファンクラブ先行予約の受付があります。（受付期間 1/19-1/26）

  申し込み詳細などはファンクラブページにて発表いたしますので

  しばらくお待ちください。

  ※郵送によるご案内はございませんのでご注意ください。

  2/7（土）

  SAYAKAホール 072-365-8700

  http://www.sayaka-hall.jp/

  

  

  ■川畑トモアキ　http://batarou.blog4.fc2.com

  

  1/30(金)兵庫・元町「theater jazzy」

  川畑トモアキ ソロギターライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金2,000円＋ドリンク別途 席代300円別

  お問い合わせ http://nanos.jp/theaterjazzy/

  

  1/31(土)大阪・高石「ら・さぼうる」

  川畑トモアキ ソロギターライブ

  Open17:45 Start18:30

  料金　ドリンク付セットのご予約1,500円　当日2,000円

  　お食事セット3,000円（要ご予約）

  お問い合わせ　http://sabouru.com

  

  

  ■岸部眞明　 http://www.sutv.zaq.ne.jp/ckbsr709/main.html

  

  2/12(木)大阪・梅田「ミスターケリーズ」

  Masaaki Kishibe & Nakasion～Wonderful Night〜

  シオン（Vo）ＧＩＮ（G）from ナカシオン　岸部眞明 （G）

  1st stage：19:30　2nd stage：21:15 　（入れ替え無し）

  チャージ　3240円　 (１ドリンク＋１フード　別途要）

  お問い合わせ　TEL:06-6342-5821　

  

  

  ■伍々慧　http://gogosatoshi.com/

  

  2/13(金)大阪・吹田「Flying Kids」

  さらさ×伍々慧ジョイントライブ

  【出演】さらさ、伍々慧

  Open19:30 Start20:00

  料金2,500円（別途要オーダー）

  お問い合わせ Flying Kids 082-224-4692

  

  2/14(土)山口・ 防府「茶房 舞衣」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ in 山口

  Open14:30 Start15:00

  料金2,500円（別途要ドリンク代500円・クッキー付）

  お問い合わせ ミヤシタ 090-363-59304 もしくは 3814.montbell@ezweb.ne.jp

  

  2/15(日)福岡・博多「ジャムズウクレレ」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ

  Open14:30 Start15:00

  料金2,500円（別途要オーダー）

  お問い合わせ　ジャムズウクレレ 092-864-0337

  

  2/21(土)兵庫・西宮「アンクルジャム」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ at Uncle Jam

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円（別途要オーダー）

  お問い合わせ アンクルジャム 0798-64-5405

  

  3/7(土)東京・渋谷「TK.Bar」

  井草聖二×伍々慧ジョイントライブ

  Open19:00 Start19:30

  前売2,500円当日3,000円（別途要オーダー）

  お問い合わせ TK Bar 03-6427-6234

  

  3/8(日)千葉「iijima coffee」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ

  Open15:30 Start16:00

  前売2,500円当日3,000円（別途要オーダー）

  お問い合わせiijima coffee 047-455-3242 もしくは iijima.coffee.01@gmail.com

  

  3/22(日)愛知・一宮「Denpo G Studio」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ

  Open16:30 Start17:00

  料金2,300円

  お問い合わせhttp://denpo-g-studio.com/mail.html

  

  4/4(土)兵庫・尼崎「浜名外科医院・DENホール」

  伍々慧アコースティックソロギターライブ

  Open14:30 Start15:00

  料金2,000円

  お問い合わせ 濱名den-1833@nike.eonet.ne.jp

  

  

  ■小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/

  

  1/23(金)倉敷「音楽館」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円　当日3,000円

  お問い合わせ０８６-４３４-２７２３

  

  1/24(金)愛媛・松山「スタジオＯＷＬ」

  小松原俊ソロライブ

  Open19:00 Start20:00

  前売2,500円　当日3,000円(ドリンク別500円)

  お問い合わせ０８９-９４１-００３６

  

  2/11(水)埼玉・南浦和「宮内家」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:00 Start19:00

  料金3,240円(要１ドリンクオーダー)

  お問い合わせTEL:０４８-７８８-６０３３

  FAX:０４８-８７３-８１２５

  

  2/13(金)京都「モダンタイムス」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円（※要１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ TEL:075-212-8385 E-mail：info@mtimes.jp

  

  

  ■坂元昭二　http://www.december.co.jp

  

  1/25(日)東京・神楽坂「THE GREE　」

  坂元昭二「おとのは ことのは」 vol.2

  共演 ： 八島未来（女優）、辻谷奈緒（女優）

  Open18:00 Start19:00

  前売3,500円　当日3,800円※飲食別

  お問い合わせTel. 070-5020-7262　　メール december@december.co.jp　（オフィスディセンバー）

  メールの場合は、件名：おとのはことのは　本文：１）お名前、２）人数　３）電話番号　をお書き下さい。

  

  2/11(水)東京・大塚「三番地下 ANOKORO （あの頃）」

  坂元昭二フォークミーティング・ライブ

  Open17:00 Start18:00

  料金3,500円※飲食別　　※35席限定

  お問い合わせ Tel. 03-6903-5594 （ANOKORO）

  メール　peco@anokoro.jp　(ANOKORO）

  メール　december@december.co.jp　（オフィスディセンバー）

  

  2/22(日)埼玉・川越「小江戸蔵里」

  坂元昭二　酒蔵コンサート　in 小江戸・川越

  Open14:00 Start14:20

  料金2,500円※45名様限定

  お問い合わせ Tel. 070-5020-7262 （オフィスディセンバー）

  E-mail　december@december.co.jp

  

  3/7(土)岡山「FOLK SPOT キングサーモン」

  坂元昭二ギターソロ　

  Open16:00 Start16:30

  料金2,500円※ドリンク別　　※要予約

  お問い合わせ 086-221-2303（キングサーモン）

  

  3/8(日)高知「PARADIGM」

  坂元昭二ギターソロ　

  Open15:30 Start16:00

  料金3,000円※ドリンク別

  

  3/27(金)山口「Gumbo（ガンボ）」

  坂元昭二ギターソロ　

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円※ドリンク別

  お問い合わせ Tel. 0834-31-1051　Gumbo 寺本

  

  3/28(金)福岡・博多「金太郎」

  坂元昭二フォークミーティング&ライブ　

  Open16:30 Start17:00

  料金未定

  お問い合わせTel. 090-9722-4696（益田）

  E-mail：hiromitsu0305@gmail.com

  

  4/10(金)宮崎「ライブハウス　絃」

  「偽井戸」ワンマンライブ　（谷やん谷口 尚＆坂元 昭二）

  Open19:30 Start20:00

  料金3,000円

  お問い合わせ http://www1.bbiq.jp/livehouse-gen/

  

  4/11(土)宮崎・都城「うたたねこ」

  坂元昭二ギターソロ

  Open18:00 Start18:30

  料金2,500円※１ドリンク、クレープ付

  お問い合わせ Tel. 0986-36-7009（宮下）

  E-mail　december@december.co.jp　（オフィスディセンバー）

  

  4/12(土)鹿児島・鹿屋「ダマスクの風」

  坂元昭二ギター・コンサート in ダマスクの風　

  Open15:00 Start16:00

  料金2,200円※要１オーダー

  お問い合わせ Tel. 0994-46-5627　（ダマスク）

  E-mail: october1012wako@yahoo.co.jp

  

  

  ■下山亮平　http://r-shimoyama.guitarfreak.net/index2.htm

  

  2/28(土)東京・水道橋「カフェ・ライン」

  下山亮平「Rainbow」発売記念ライブ

  Open17:00 Start18:00

  料金2,500円

  お問い合わせ TEL 03-3262-4675

  

  

  ■住出勝則　http://www.masasumide.com/

  

  1/31(土)香川・高松「RUFFHOUSE」

  住出勝則ソロライブ

  FUNK 59 ～ちょっと早めのバースデーライヴ 高松編～

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円　要１ドリンクオーダー

  お問い合わせ087-835-9550

  

  2/1(日)大阪・吹田「5th Street」

  住出勝則ソロライブ

  FUNK 59 ～ちょっと早めのバースデーライヴ 大阪編～

  Open17:00 Start18:00

  前売3,500円　当日4,000円　要１ドリンクオーダー

  お問い合わせ 06-6386-9114

  

  2/14(土)愛知・名古屋「源」

  住出勝則ソロライブ

  ～ソロギターは元気の「源」 2015～

  Open18:20 Start19:00

  前売3,500円　当日4,000円　要１ドリンクオーダー

  お問い合わせ 052-751-2550

  

  2/15(日)埼玉・南浦和「宮内家」

  ～アコギで燃えナイト！～

  １部はソロ、２部は岡本郭男（パーカッション）、堺敦生（ピアノ）を迎えての一挙両得ライヴ！

  Open17:00 Start18:00

  前売4,320円　当日4,860円　要１ドリンクオーダー

  打ち上げ（希望者のみ）2,160円（別途）

  ご予約・お問い合わせ先：048-788-6033

  

  3/28(土)石川・白山「Pon Polo Pooh FPホール」

  住出勝則＋南澤大介

  ～ソロギターで名曲を聴く夜　白山編～

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ 076-214-6236（主催：Pon Polo Pooh）

  

  3/29(日)兵庫・西宮「UNCLE JAM」

  ～Half & Half～

  オリジナルとカバー曲、仲よく“半分半分”でお届けします！

  出演：住出勝則

  Open17:00 Start18:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ 0798-64-5405

  

  

  ■竹内いちろ　http://mrgtr.web.fc2.com

  

  1/30(金)大阪・桃谷「Acoustic Live cafe Anie」

  豊田渉平＆竹内いちろ

  Open18:30 Start19:30

  料金3,000円（飲食別途)

  お問い合わせ 06-4305-0772

  

  1/31(土)兵庫・尼崎「浜名外科医院内・DENホール」

  豊田渉平＆竹内いちろ

  Open14:30 Start15:00

  料金2,500円

  お問い合わせ den-1833@nike.eonet.ne.jp

  

  2/1(日)京都・宇治「WAOYA」

  豊田渉平＆竹内いちろ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,500円（飲食別途）

  お問い合わせ http://live.waoya.jp/

  

  2/21(土)三重・四日市「久茂」

  GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live Vol.14

  伊藤賢一（ギター）　ゲスト竹内いちろ（ギター）

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  

  3/14(土)三重・四日市「久茂」

  GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live Vol.15

  十弦夢　見掛英治（ベース）竹内いちろ（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円　要予約１０名

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com

  

  3/21(土)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  豊田渉平＆竹内いちろ

  Open16:30 Start17:00

  料金2,700円

  お問い合わせinfo@denpo-g.com

  

  4/4(土)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  野分　山崎のりこ（歌）　竹内いちろ（ギター、歌）

  Open16:30 Start17:00

  料金2,300円

  お問い合わせinfo@denpo-g.com

  

  4/11(土)三重・四日市「久茂」

  GTP Guiter Workshop Real Acoustic Live Vol.16

  竹内いちろソロライヴ

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円　要予約１０名

  お問い合わせ ichirogtp@gmail.com または090-6095-6361

  

  

  ■田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  

  1/25(日)富山「楽器センター富山 Blue Guitars」

  “田中彬博 YAMAHA Lシリーズライブ&セミナー”

  Open18:00 Start18:30

  前売1,000円　当日1,500円

  お問い合わせ 076-433-0942（Blue Guitars）

  

  1/31(土)京都・河原町五条「アウノウンパーラ」

  “田中彬博 in aunoun parlour”

  Open19:30 Start20:00

  料金3,000円 (ドリンク付き)

  お問い合わせ　080-3873-2121 (岸本)

  
 2/7(土)石川・白山「Pon Polo Pooh」

  “田中彬博 ポンポロプーほっとほっとコンサート”

  Open19:00 Start19:30

  前売2,500円　当日3,000円

  お問い合わせ076-214-6236（Pon Polo Pooh）

  

  2/8(日)京都「テルサホール」

  “第16回 Kyoto Grand Ole Opry”

  1950年代より日本のカントリー・ミュージックを受け継いでいるイベント、京都オープリーに

  豊田渉平とのカントリー・ギターユニット『Ohio Winds』で出演します。

  出演バンドは総勢２２組！朝から晩までカントリーミュージックをたっぷり楽しみましょう！

  Open10:00 Start10:15

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ　075-451-3797（京都オープリー実行委員会）

  

  

  ■谷本光　http://blogs.yahoo.co.jp/tanimotohikaru

  

  1/27(火)北海道・札幌「札幌市時計台」

  小児がんチャリティーコンサート～ゴールドリボンの輪～[より子主催コンサート]

  出演：より子

  共演：谷本光

  Open18:45 Start19:15

  チケット900円

  12/6（土）10:00販売開始

  メールの件名に「ゴールドリボンの輪」と記載の上、下記を本文に記入し送信して下さい。

  ・氏名

  ・メールアドレス

  ・電話番号

  ・希望枚数（4枚まで）

  送付アドレス：info@yorico.jp

  5日以内に受付番号を記載した予約確認メールを返信します。返信をもって受付完了とさせていただきます。予約のキャンセルはできません。先着順の受付となります。

  当日、入場の際に代金と引き換えにチケットをお渡しさせていただきます。

  

  

  ■豊田渉平　http://shoheitoyoda6.wix.com/english#!__japanese

  

  1/30(金)大阪・桃谷「Acoustic Live cafe Anie」

  豊田渉平＆竹内いちろ

  Open18:30 Start19:30

  料金3,000円（飲食別途)

  お問い合わせ 06-4305-0772

  

  1/31(土)兵庫・尼崎「浜名外科医院内・DENホール」

  豊田渉平＆竹内いちろ

  Open14:30 Start15:00

  料金2,500円

  お問い合わせ den-1833@nike.eonet.ne.jp

  

  2/1(日)京都・宇治「WAOYA」

  豊田渉平＆竹内いちろ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,500円（飲食別途）

  お問い合わせ http://live.waoya.jp/

  

  2/8(日)京都「テルサホール」

  “第16回 Kyoto Grand Ole Opry”

  1950年代より日本のカントリー・ミュージックを受け継いでいるイベント、京都オープリーに

  田中彬博とのカントリー・ギターユニット『Ohio Winds』で出演します。

  出演バンドは総勢２２組！朝から晩までカントリーミュージックをたっぷり楽しみましょう！

  Open10:00 Start10:15

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ　075-451-3797（京都オープリー実行委員会）

  

  3/21(土)愛知・一宮「Denpo-G Studio」

  豊田渉平＆竹内いちろ

  Open16:30 Start17:00

  料金2,700円

  お問い合わせinfo@denpo-g.com

  

  3/25(水)埼玉・南浦和「宮内家」

  豊田渉平＆KAI

  Open18:30 Start19:30

  料金3,240円(1ドリンク付)

  お問い合わせ Tel:048-788-6033

  

  

  ■西村歩　http://www.ayumusic.com/

  

  2015/02/11（水・祝）

  【大分県】

  オープニングアクト：安部 潤

  会場：f sound cafe

  （大分県大分市牧1丁目 6-8）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：097-551-5380

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2015/02/13（金）

  【福岡県北九州市】

  会場：フォークビレッジ

  （北九州市小倉北区馬借3丁目3-30KNビル1F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：093-511-2115

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：前売2,500円　当日3,000円（要ワンドリンクオーダー）

  

  2015/02/14（土）

  【山口県下関市】

  会場：T-Gumbo

  （山口県下関市豊前田町2-6-16　国分第一ビル3F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：080-4553-2816(磯部)

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：2,300円（1D付き）

  

  2015/02/15（日）

  【福岡県久留米市】

  オープニングアクト：藤木卓

  会場：木下楽器すわのまち店

  （福岡県久留米市諏訪野町1947-1）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0942-46-3100

  E-mail: kmail@music-kinoshita.co.jp

  開場／15：00　開演／15：30

  料金：前売2,000円　当日2,500円

  

  2015/02/20（金）

  【福岡県福岡市】

  会場：御縁屋

  （福岡県福岡市中央区天神3-5-12）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：092-781-1815

  開場／19：30　開演／20：00

  料金：2,500円（要ドリンクオーダー）

  

  2015/02/21（土）

  【熊本県宇土市】

  会場：cafe rest pocket

  （熊本県宇土市新松原町49-3）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0964-23-5347

  開場／18：00　開演／19：00

  料金：前売2,000円　当日2,500円

  

  2015/02/22（日）

  【鹿児島県】

  オープニングアクト：迫田章吾、O次郎

  会場：Live HEAVEN

  （鹿児島県鹿児島市東千石町3-41）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：099-227-0337

  開場／18：00　開演／18：30

  料金：前売2,300円　当日2,800円（要1ドリンクオーダー）

  

  2015/03/11（水）

  【大阪府】

  会場：Acoustic cafe Anie

  （〒543-0043　大阪市天王寺区勝山4-5-9）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：06-4305-0772

  開場／18：30　開演／19：30

  料金：2,500円（ドリンク別途オーダー）

  

  2015/03/13（金）

  【福井県】

  会場：Bar jake

  （福井市順化一丁目10-9ドリームタウン2F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：090-4167-2735

  開場／19：00　開演／20：00

  料金：2,000円（別途1ドリンクオーダー）

  

  2015/03/14（土）

  【富山県】

  会場：カプリチョ

  （富山市永楽町22－18）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：076－442－7216

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2015/03/15（日）

  【石川県】

  会場：ポンポロプー「F&Pホール」

  （石川県白山市中町30）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：076-214-6236

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：前売2,000円　当日2,500円

  

  2015/03/18（水）

  【兵庫県】

  会場：アンクルジャム

  （兵庫県西宮市甲子園口3-15-9 秋津州ビル1F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0798-64-5405

  

  2015/03/19（木）

  【岐阜県】

  会場：焙煎香房　ufu CAFE

  （岐阜県各務原市鵜沼朝日町1-269-1）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：090-4404-7385

  開場／19：00　開演／20：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2015/03/23（月）

  【愛知県名古屋市】

  会場：Art&Music Space 源

  （名古屋市千種区春岡1-11-8）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：052-751-2550

  開場／18：50　開演／19：30

  料金：前売2,800円　当日3,000円

  

  

  ■西山隆行　http://www.musictail.net/nishi/

  

  1/23(金)静岡・浜松「IGUZIONE cafe 浜松本店」

  「西山隆行　お気軽投げ銭ライブ in 浜松」

  出演者：西山 隆行

  Open19:30 Start20:00

  料金カンパ制（投げ銭）＋オーダー要

  お問い合わせ musictail@me.com まで

  

  1/24(土)島根・出雲「やきとり　えの屋」

  「毎月２４日は にっしーの日 Live in 島根県！！！」

  出演者：西山 隆行

  Start20:30

  料金カンパ制（投げ銭）＋オーダー要

  お問い合わせ musictail@me.com まで

  

  2/4(土)神奈川・横浜「Cowboy & Hulagirl」

  「年に一度の にっしーの日 Live at 横浜 Cowboy & Hulagirl」

  出演者：西山 隆行

  ゲスト：吉井隆弘

  Start20:00

  料金カンパ制（投げ銭）＋オーダー要

  お問い合わせ musictail@me.com まで

  

  2/6(金)大阪・本町「Mrs.Dolphin（ミセス•ドルフィン）」

  「西山隆行 & 名渡山遼 ジョイント•ライブ in OSAKA」

  出演者：西山 隆行、名渡山遼

  オープニングアクト：西村ケント、KOYUKI

  Open19:00 Start19:30

  前売2,800円　当日3,500円（共にドリンクオーダー要）（全席自由）オーダー要

  お問い合わせ musictail@me.com まで

  

  2/7(土)福井「福井まちなか文化施設 響のホール」

  「西山隆行 & 名渡山遼 ジョイント•ライブ in OSAKA」

  出演者：西山 隆行、名渡山遼

  オープニングアクト：西村ケント、KOYUKI

  Open19:00 Start19:30

  前売2,500円　当日3,000円（全席自由）

  お問い合わせ lelession@gmail.com

  

  

  ■浜田隆史 http://www.geocities.jp/otarunay/

  

  1/21(土)北海道・小樽「 一匹長屋　」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open19:30 Start20:00

  料金2,500円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせ tel : 0134-32-4049（一匹長屋）

  

  1/25(日)北海道・札幌「 8jo」

  出演：なかのうづめ（ピアノ、歌）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円（要別途オーダー）

  お問い合わせ http://ameblo.jp/nakano-uzume/

  

  1/31(土)北海道・小樽「ヴェールボア　」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／高島桃子（アコーディオン）／CeadFacht（テインホイッスル＋ギター＋カホン）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円

  お問い合わせ ＴＥＬ＆ＦＡＸ：（０１３４）２３－６４１１（ヴェールボア）

  

  2/11(水)北海道・札幌「 Jack in the Box」

  出演：ありまじろう（ギター、歌）／浜田 隆史（ギター、歌）／たぶん、覆面シンガーも．．．

  Start15:00

  料金1,000円（別途飲食代）

  お問い合わせ tel : 011-736-7736（ジャックインザボックス）

  

  2/13(金)北海道・札幌「ガッチャ」

  出演：なかのうづめ（ピアノ、歌）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円

  お問い合わせ　http://www.sapporolife.com/home/index2.asp?uid=288

  

  2/18(水)東京・下北沢「Little Bergen (リトルベルゲン)」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／潮田 和也（ギター）

  Start19:30

  料金2,000円（要別途オーダー）

  お問い合わせ tel : 070-5581-7581（リトルベルゲン）

  

  2/19(木)埼玉・南浦和「宮内家」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／南澤 大介（ギター）

  Open18:30 Start19:30

  料金2,700円（要別途オーダー）

  お問い合わせ 048-788-6033（宮内家）

  

  2/20(金)東京・町田「万象房 」

  「打田十紀夫＆浜田隆史　Blues & Ragtime」

  出演：打田 十紀夫（ギター）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円（ワンドリンク込み）

  お問い合わせ http://musictown2000.sub.jp/banshowboh/

  

  2/21(土)静岡・賀茂「ヴォイジャーギターズ」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／藤原 シゲトシ（ギター、スライド）

  Start12:30

  料金　軽食、ドリンク代500円＋ミュージックチャージ（投げ銭）

  お問い合わせ　未定

  

  2/22(日)愛知・名古屋「Art & Music SPACE「源」 」

  浜田 隆史（ギター、歌）

  Open18:20 Start19:00

  料金2,500円

  お問い合わせ Tel & Fax: 052-751-2550（源）

  

  2/24(火)大阪「cafe なかちよ 」

  浜田 隆史（ギター、歌）／Yousei（ギター、歌）

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円（食事つき）

  お問い合わせ tel : 072-624-1980（お店） ／予約：youse.s@hotmail.co.jp

  

  2/25(水)大阪・枚方「池田珈琲」

  浜田 隆史（ギター、歌）／ゆあさ まさや（ギター）

  Open19:00 Start19:30

  料金2,000円（ドリンク別）

  お問い合わせTel & Fax: 052-751-2550（お店）

  

  2/26(木)大阪・桃谷「 Acoustic Cafe Anie 」

  浜田 隆史（ギター、歌）

  Open18:30 Start19:30

  料金2,000円（ドリンク別途）

  お問い合わせ http://www12.plala.or.jp/anie/

  

  2/27(水)岡山「音楽空間 ORiON」

  浜田 隆史（ギター、歌）／masaki μ（ギター）／Souls Fly（ギター）

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円（ドリンク別途）

  お問い合わせ tel : 080-6313-6966（お店）

  

  2/28(土)兵庫・姫路「みんと」

  浜田 隆史（ギター、歌）／岡本 靖朗（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  料金1,500円（当日1,800円）

  お問い合わせTel : 090-6604-7653（みんと）

  

  3/7(土)北海道・札幌「SAMMI MUSIC 」

  浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open14:30 Start15:00

  料金2,000円

  お問い合わせ Tel : 090-8708-6491

  

  3/8(日)北海道・札幌「Jack in the Box」

  浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Start15:00

  料金1,500円

  お問い合わせ 011-736-7736（ジャックインザボックス）

  

  3/22(土)北海道・札幌「カフェふらっと」

  浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）／佐藤 洋一（クラシック・ギター）

  Open14:30 Start15:00

  料金2,000円（１ドリンク付）

  お問い合わせ tel :011-590-1080（お店）

  

  4/14(火)東京・水道橋「ふらっとんTIMES 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／堀尾 和孝（ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  予約3,000円 当日3,500円（１ドリンク別オーダー）

  お問い合わせ tel : 03-5840-8466（ふらっとんTIMES）

  

  4/15(水)東京・幡ヶ谷「36°5」

  Dakota Dave Hull （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:30 Start19:30

  予約3,000円 当日3,500円（１ドリンク別オーダー）

  お問い合わせ tel : 03-5351-3605（36°5）

  

  4/16(木)埼玉・南浦和「宮内家」

  Dakota Dave Hull （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:30 Start19:30

  料金3,240円 （１ドリンク別オーダー）

  お問い合わせ tel : 048-788-6033（宮内家）

  

  4/17(金)大阪・梅田「三木楽器梅田店」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open19:30 Start20:00

  料金3,000円

  お問い合わせ 06-6361-2211（代）＊毎週水曜定休日

  

  4/18(土)大阪・なんば「Music Bar S.O.Ra」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:30 Start19:30

  予約3,000円 当日3,500円（1drink別）

  お問い合わせ 06-6644-9292 (JOYFUL NOISE)

  

  4/19(日)奈良「マービンズ 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open13:30 Start14:00

  料金2,500円 （飲食代別要）

  お問い合わせ090-7496-7843 (仲谷)

  

  4/22(水)奈良・五條市「My Dream 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円（ドリンク別）

  お問い合わせ http://www.mapion.co.jp/phonebook/M02047/29207/0747223226-001/

  

  4/23(木)三重・四日市「ガリバー 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:30 Start19:30

  予約3,000円 当日3,500円（1drink別）

  お問い合わせ　059-346-7321(お店)

  

  4/24(金)愛知・名古屋「Art & Music SPACE「源」 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:50 Start19:30

  予約3,000円 当日3,500円（1drink別）

  お問い合わせTel & Fax: 052-751-2550（源）

  

  4/25(土)岐阜・中津川「鼓土里座（ことりざ） 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:00 Start18:30

  料金2,500円（ドリンク別）

  お問い合わせ Tel & Fax: 052-751-2550（源）

  

  5/25(月)北海道・小樽「なまらや 」

  出演：伊藤 賢一 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせ Tel: 0134-61-7930（なまらや）

  

  

  ■松井祐貴　http://yuki-matsui.com/

  

  1/31(土)神奈川・川崎「セルビアンナイト川崎 」

  〜以心伝心〜

  出演：トライポリズム/アダチケンゴ/松井祐貴/かをる★/阿部学 BAND/さつきのあき

  Open17:00 Start18:00

  料金3,500円（ドリンク代別）

  お問い合わせ http://eplus.jp/sys/T1U89P0101P006001P0050001P002143433P0030001P0006

  

  2/11(水) 大阪・吹田「5th-Street」

  アコースティックな新年会 in 大阪

  定員：60名

  参加費：¥3,000（演奏希望者はプラス¥500）

  ※入場時間に関係なく、途中参加の方も上記料金となります。

  開場：12:00〜

  12:30〜 開演

  13:30〜 有志演奏

  ・有志によるライブ：各１曲ずつ

  人前で演奏してみたいけど、なかなかそんな場がなくて。。。という方は是非！

  機材は複雑にせず音の出し方はなるべく簡易的にお願いいたします。

  ※マイクもあるため、ピックアップを搭載していないギターでも演奏可能。

  演奏終了後

  みんなでギターの話や質問など

  自由に楽しみましょう！

  16:00〜 松井祐貴ミニライブ


  参加の方は一品料理（お菓子や料理、みんなでつまめるもの）又は

  飲み物（アルコール可）をみなさん持ってきてください。

  ※汁物等こぼれやすい食べ物はご遠慮ください。

  ※未成年者の飲酒は禁止です。

  ※食器類がないため、手で食べにくいものの場合は紙皿や割り箸も持ってきていただけると助かります。


  閉会：18:00

  みんなで作るイベントなので、みなさんで協力して後片付けをしましょう！

  

  詳細、お申し込み　http://yuki-matsui.com/shinnenn.html

  (松井祐貴HPより)

  

  ■丸山ももたろう　http://shonan.cside1.com/index.shtml

  

  1/19(月)京都「都雅都雅 」

  五十川祭り

  出演　丸山ももたろう・大西ゆかり・こじまいずみ・ゴトウゆうぞう・OWL・藤井茂樹・森扇背・三好ひろあき・天白真央・河合徹三・西沢和弥

  Open18:00 Start19:00

  前売3,500円　当日4,000円

  お問い合わせ　都雅都雅 TEL 075-744-1497

  

  1/20(火)京都「エル・ラティーノ 」

  桃徹ライブ

  出演　丸山ももたろう・河合徹三

  詳細未定

  お問い合わせ　エル・ラティーノ TEL 075-751-0647

  

  ■矢後憲太http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  

  2/15(日)栃木・鹿沼「 一蓮 」

  矢後憲太・小川倫生ジョイントコンサート

  Open15:00 Start15:30

  チャージ2,800円(フリードリンク）

  18:00～お二人を囲んでの懇親会があります。

  ご希望のかたはご予約をお願いします。御料理:￥3200。

  お問合せ：TEL:0289-63-6116

  

  

  ■吉川忠英　https://www.facebook.com/chuei.yoshikawa

  

  1/23(金)神奈川・三浦「ミサキドーナツ」

  関東近郊Live〜Natural Style〜2015＠三崎[ミサキドーナツ]

  出演：吉川忠英

  スペシャルゲスト：ヤマグチイワオ

  Open18:30 Start19:00

  料金3,240円（1ドーナツ付）

  お問い合わせ　ミサキドーナツ三崎本店

  Tel.046-895-2410 ／ mail@misakidonuts.com

  

  1/24(土)埼玉・南浦和「宮内家」

  関東近郊Live〜Natural Style〜2015＠南浦和[ライブ＆カフェ宮内家]

  出演：吉川忠英

  Open18:30 Start19:00

  料金3,240円(別途1ドリンクオーダー要）

  終了後に打上げあり：参加2,160円(飲み放題＋食事）

  お問い合わせ　宮内家 TEL:048-788-6033

  MAIL: hj020066-3923@tbh.t-com.ne.jp

  

  1/30(金)東京・曙橋「BACK IN TOWN」

  SOLO Live@曙橋｢BACK IN TOWN]

  出演：吉川忠英

  Open18:00 Start19:30

  料金3,780円(別途1drink＋1foodオーダー要）

  お問い合わせ BACK IN TOWN Tel.03-3353-4655

  

  2/4(水)長野・千曲「姨捨山　長楽寺」

  長楽寺満月ライブ＠姨捨山[長楽寺]

  出演：吉川忠英

  Open17:30 Start18:00

  ＊経費を除き、お布施となります。

  ＊18:00〜信州さらしな月の里唄の皆さんの踊りとさらしな棚田Bandさんの演奏があります。

  ＊18:30〜吉川忠英のギターライブ♪

  ＊19:30〜長楽寺奥様の手作りの夕食です。

  ＊お申し込みは…

  木の花屋本店 Tel.026‐274‐3001（担当：宮城）

  姨捨山 長楽寺 Tel.026‐273‐3578

  

  2/7(土)富山「カフェ・カプリチョ」

  明けましておめで富山、お久しぶりしゃぶツアー＠富山[カフェ・カプリチョ]

  出演：吉川忠英

  Open18:00 Start19:00

  料金3,500円（1ドリンク付）

  お問い合わせカプリチョTel.076－442－7216

  090-9443-2565(唐牛)

  

  3/6(金)長野・千曲「姨捨山　長楽寺」

  長楽寺満月ライブ＠姨捨山[長楽寺]

  出演：吉川忠英

  Open17:30 Start18:00

  ＊経費を除き、お布施となります。

  ＊18:00〜信州さらしな月の里唄の皆さんの踊りとさらしな棚田Bandさんの演奏があります。

  ＊18:30〜吉川忠英のギターライブ♪

  ＊19:30〜長楽寺奥様の手作りの夕食です。

  ＊お申し込みは…

  木の花屋本店 Tel.026‐274‐3001（担当：宮城）

  姨捨山 長楽寺 Tel.026‐273‐3578

  

  

  ■わたなべゆう　http://ukiwaboy.petit.cc/apple1/

  

  1/23(金)大阪・茨木「茨木市福祉文化会館　文化ホール」

  ～とんぼコンサート２０１５～

  Open18:00 Start18:30

  料金2,500円

  お問い合わせ　watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  1/29(金)大阪・梅田「AKASO」

  Unlimited tone presents 広沢タダシ x こじまいづみ( form 花＊花 ) x Unlimited tone　～新年会２０１５～

  Opening Act : わたなべゆう

  Open18:30 Start19:15

  前売3000円（Dr別途オーダー）整理番号あり 当日3500円（Dr別途オーダー）

  ※学割あり

  ※学割については、[アンリミオフィシャルHP予約]のみの取り扱い。

  ◇席種：全自由（整理番号順入場）

  ◇入場順 各アーティスト予約（各アーティスト並列入場）→ローソンチケット、AKASO店頭販売（並列入場）→AKASO予約→当日券入場 ご予約→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  2/1(日)大阪・高石「みぃあ食堂」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open12:00 Start13:00

  料金3,000円

  お問い合わせwatanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  072-249-9841

  

  2/5(木)愛知・大府「大府市役所　市民健康ロビー」

  ～わたなべゆうロビーコンサート～

  Open11:45 Start12:15

  入場無料

  お問い合わせwatanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  2/7(土)愛知・新城「フィールドエスコート」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open18:00 Start18:30

  前売2,000円　当日2,200円（ともに別途１ドリンク）

  高校生以下前売1,000円　当日1,200円

  お問い合わせwatanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  2/8(日)大阪・吹田「メイシアター　小ホール」

  ～スペシャル健康セミナー～

  Open17:30 Start18:00

  料金5,000円

  中川吉右衛門＆ゴリ（農業の現状とこれからの農業についてのお話。）

  伊達弘泰(心と身体が喜ぶウォーキング)

  竹内社長（癌についてのお話。）

  宮島整骨院院長（栄養についてのお話。）

  わたなべゆう（アコースティックギターミニライブ。）

  お問い合わせ→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  2/15(日)京都「SOLE CAFE」

  広沢タダシアコースティックライブ　～音楽のある日常～

  Open17:00 Start17:30

  料金3,500円（ドリンク別）

  FC会員先行予約あり

  【チケット一般予約】2014年1月4日 22時～

  SOLE CAFE 　TEL受付　075-493-7011 (15:00～23:00)

  【お問合せ】 SOLE CAFE　075-493.7011 (15:00～23:00)

  

  2/22(日)大阪・茨木「ＣＡＦＥ　なかちよ」

  ～わたなべゆう『マクの約束』＆『バクの夢』発売記念ライブ～

  ゲスト：初田悦子、アキドリ、池田安友子、上原周平

  Open18:00 Start18:30

  料金3,100円（なかちよご飯付き）

  お問い合わせ Tel: 072-624-1980

  

  2/28(土)愛知・武豊「ゆめたろうプラザ　輝きホール」

  アルケミストがフルオーケストラでやってくる！～あの空コンサート～

  出演： アルケミスト / セントラル愛知交響楽団 / わたなべゆう（gt.） / 渡辺悠（vp）

  Open16:30 Start17:00

  チケット] 大人 2,800円 / 子供 1,000円 / 親子ペア 3,500円 （当日は各500円プラス）

  ※全席自由

  ※未就学児の入場はご遠慮ください

  ※車椅子席をご利用の方は予めご連絡ください。

  お問い合わせ http://www.voicerecords.net/t/

  

  3/1(日)愛知・武豊「ゆめたろうプラザ　響きホール」

  わたなべゆうアコースティックギターコンサート　～春の音色～

  出演：わたなべゆう（アコースティックギター）　

  ゲスト：アルケミスト（歌＆ピアノ）　渡辺悠（ボイスパーカッション）

  Open12:30 Start13:00

  前売1,200円　当日1,500円※保護者（１６才以上）１名につき小学生以下のお子様２名まで無料でご入場できます。（小学生以下のお子様のみのご入場はご遠慮下さい。）

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  3/7(土)京都・長岡京「京都府長岡京市中央生涯学習センター」

  ～東日本大震災復興支援ライブ ～

  出演： ワライナキ／わたなべゆう

  Open18:30 Start19:00

  料金1,000円（小学生以上）

  ※未就学児の入場料は無料ですが、座席が必要な場合はチケットをご購入ください

  販売場所：ワライナキおよびわたなべゆうのライブ会場物販にて手売り販売中

  ※今年はインターネットやメールでの予約販売はございませんのでご注意ください

  ※この収益金から経費を除く全額を義捐金とさせていただきます


  主催：ワライナキ復興支援ライブ実行委員会　 http://warainakisupport.web.fc2.com/


  ～ワライナキと一緒に「夢見鳥」を歌いましょう！～


  練習日：（遅れる方、早く帰らなければいけない方など、調整出来るよう考慮して多く時間を取っています)

  ・一回目 ２０１５年２月１日（日) １１～１３時

  ・二回目 ２０１５年２月２１日(土) １９～２１時

  ・三回目 ３月７日（土）本番当日の １５～１７時


  場所：JR長岡京駅付近で考えています。後日お申し込み者へメールでご案内いたします。


  当日および練習日のどちらか一回参加出来る方(もちろん両日でもOK) 年齢は問いません（未就学児は保護者の方も一緒に参加してください) 歌う個所は全部ではありません(基本はサビ) みなさんには楽しんで歌っていただけるような簡単で素敵なコーラスをこちらで用意しますので安心して応募してくださいね！


  募集人数40人（先着順) 合唱団のお申し込みはワライナキチケット予約フォームからお願いします。 http://warainaki.com/ticket.html


  ※合唱団の参加費は無料ですが、復興支援ライブの入場チケットは別途必要です。ワライナキ及びわたなべゆうライブ会場物販コーナーのみでお求めください。


  ご予約＆お問い合わせ→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  



  3/15(日)大阪・江坂「ESAKA MUSE」

  わたなべゆうワンマンライブvol.16 ～マクの約束～

  出演：わたなべゆう（ギター）　初田悦子（歌＆朗読）　アキドリ（歌）　池田安友子（パーカッション）　上原周平（ベース）

  Open16:00 Start17:00

  前売3,300円　当日3,500円（ともに別途１ドリンク）

  ご予約＆お問い合わせ→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  絵本と音楽の作品『マクの約束』のコンサートの開催が決定！

  レコーディングに参加した多彩なゲストミュージシャンとともに創る新しい絵本と音楽のコンサートをぜひ体感しにきてください！

  

  3/27(金)東京・町田「万象房」

  ～わたなべゆう『マクの約束』＆『バクの夢』発売記念ライブ～

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ042-851-8875、またはwatanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  3/28(土)東京・恵比寿「ドルフィンギターズ」

  ～わたなべゆう『マクの約束』＆『バクの夢』発売記念ライブ～

  Open19:00 Start19:30

  料金2,200円

  お問い合わせ 03-6415-3580、またはwatanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  7/4(土)大阪・寝屋川「アルカスホール」

  ～わたなべゆう10th anniversary concert～

  出演：わたなべゆう（ギター）、池田安友子（パーカッション）、上原周平（ベース）

  Open17:30 Start18:00

  一般2,800円　ペアチケット5,000円

  学生割引2,000円※当日学生証を持参下さい　小学生以下1,500円

  親子チケット（一般の方と小学生以下のお子様。）4,000円

  ご予約＆お問い合わせ→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  チケット発売日：３月１５日～


  活動１０周年を記念してのホールコンサートが決定！！！

  ソロギタリストとして活動を開始して１０年。

  毎年１５０本以上のライブを敢行、

  オリジナルアルバム５枚、カバーアルバム３枚、

  そして絵本とCD作品４作　計１２作品をリリースし、

  精力的に活動してきた　わたなべゆうの

  この１０年間の集大成をライブでお届けします！


  ～わたなべゆうより　みなさんへ～


  ぼくはずっと、１人で活動をしてきたのですが

  この１０年を振り返ると、全然１人じゃない。

  たくさんの人たちとの出会いがあり、

  その人たちが、ぼくの音楽を育ててくれていることが

  振り返ってみて、改めてわかりました。


  このライブでは、ソロギターの演奏はもちろん、

  ずっと僕の世界を広げ、支え続けてくれている

  池田安友子（パーカッション）上原周平（ベース）

  この３人ならではのバンド感、

  さらに広がる　わたなべゆうの世界を

  是非、体感しにきてください！！お楽しみに！

  (わたなべゆうHPより)


  後記

  


  20才の時にファーストアルバムをリリースした下山亮平さんですが、これは2002年だったのでギタリストのキャリアはすでに12年になります。また、押尾コータローさんのメジャーデビューと同じ年となります。

  奇抜なテクニックは使わず、丁寧なフィンガーピッキングで様々な音楽表現を行っており、曲作りの話などを聞くと天才肌であることも感じてしまいます。

  

  使用するチューニングは多彩であり楽曲の幅広さにもつながっていますが、前作の「街灯」やニューアルバム「Rainbow」に収録されている「晩秋」ほど"暗い"曲は昨今意外と少ない気がします。

  そうかと思えば「It's All Over」や「Black Pearl」のようなテンポのある曲も作るなど、様々な系統の音楽がありますが、どの曲も「下山亮平」というギタリストの空気を感じることができるのが不思議です。

  

  インタビュー内でも話していますが、アルバムごとにコンセプトが変わり、本作は様々なタイプの曲を収録しているので、下山亮平というギタリストの懐が深い音楽センスがわかりやすいでしょう。

  

  シゲエダ ユズル

  

  


  


  Acoustic Guitar World



  ・web：http://www.aco-world.com/

  ・Facebook：http://www.facebook.com/acoguitarworld

  ・Twitter：https://twitter.com/AcoGuitarWorld

  

  問い合わせ：info@aco-world.com
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